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はじめに
令和３年度は、新型コロナウイルス感染症による影響が落ち着きを見せ、経済活動も次第

に再開してきたことから、畜産物の取引価格や需要に一定回復の兆しが見えてまいりました。

しかしながら、和牛につきましては、主に県内外の外食需要の変動によって、取引価格が安定

していなかったことから、肥育農家の肥育素牛導入控えなどの影響が見られたため、前年度

補正予算に引き続き、令和３年度も当初予算において、肥育素牛の導入を支援しました。また、

繁殖農家につきましても、子牛の生産効率の向上を図るため、９月補正予算において、発情

発見装置や分娩監視装置などの IoT 機器の導入を支援しました。

一方、家畜防疫につきましては、昨年７月に淡路島（兵庫県）で野生イノシシの豚熱感染が

確認され、四国島内への豚熱ウイルスの侵入が懸念されたことから、本県では 10 月から県内

で飼育されている豚とイノシシへの定期的なワクチン接種を開始したところです。また、感染拡

大の要因となる野生イノシシにつきましても、感染状況を把握するため、高知県猟友会の協力

のもと、捕獲野生イノシシの豚熱等の検査も開始しました。鳥インフルエンザにつきましては、

一昨年の宿毛市での防疫経験や動員者等からの意見に基づき、「高病原性鳥インフルエンザ

等県内発生時対処計画」を見直し、より円滑な動員や防疫作業が実践できるようにしました。

さらに、これまでも協力関係にあった（一社）高知県ペストコントロール協会など業界３団体と

「防疫協定」を結び、連携の一層の強化を図ることとしました。県としましてはこうした取組みを

毎年度積み重ね、万一、豚熱などが発生した際には、迅速な防疫措置ができるよう準備して

まいりますが、もっと重要なことは平時から農場における発生予防をしっかりと行うことです。今

後も畜産農家の皆様におかれましては、飼養衛生管理の遵守に取り組んでいただき、「病原

体を持ち込まない、拡げない、持ち出さない」ようお願いします。

さて、牛肉や豚肉を流通する上で必ず必要となる施設が食肉センターであり、県民の皆様

に安全・安心な食肉を供給するだけでなく、畜産物の高付加価値化による地産外商の強化と

いった取組みを好循環させ、拡大再生産につなげていく重要な役割も担っています。高知市と

四万十市にある食肉センターは老朽化が進んだため、県や市町、生産者などを含む幅広い関

係者で検討した結果、高知市の新食肉センターは牛メインのと畜を行い、四万十市の新食肉

センターは豚メインのと畜を行うという方針の下、現在、整備が進められているところです。高

知市の新食肉センターにつきましては、令和４年度末の完成を目指して、工事を進めていると

ころであり、四万十市のセンターは令和４年度から基本設計に取りかかり、なるべく早期の整

備を目指しているところです。いずれの施設もＨＡＣＣＰに対応した施設として整備され、高度な

衛生管理を行うことにより、更なる畜産物のブランド化や外商面を有利に進められることが期

待されます。県としましても、新食肉センターの操業開始に向けまして、今後も積極的に関わっ

てまいります。

新型コロナウイルス感染症の影響は畜産物価格のみならず輸入飼料の価格にまで及んで

おり、今後も先の読めない状況が続くかも知れません。県としましては、そうした畜産情勢の変

化を的確に捉え、必要な施策を迅速に講じることにより、畜産農家の皆様が安心して生産等

を続けられるよう、取り組んでまいりたいと考えております。

結びに、本冊子が高知県の畜産を知っていただく一助となりましたら幸いです。

令和４年３月

高知県農業振興部畜産振興課長 谷本 忠司
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農業の概況

１ 農業就業人口・戸数と耕地面積の推移

本県の農業就業人口は 19,349 人（令和 3 年）で、昭和 20 年代後半から産業構造の変化に伴い年々

減少しています。年齢構成では 60 歳以上が 14,354 人と大部分を占めています。総農家戸数は 19,930

戸で、そのうち販売農家戸数は 12,178 戸となっています。*1

また、本県の耕地面積は 26,244ha（令和 3 年）です。内訳は、田 19,800ha(対前年差△300ha)、普通

畑 2,850ha（同 0ha）、樹園地 3,320ha（同△50ha）、牧草地 174ha（同△1ha）です。昭和 35 年には

59,000ha あった耕地は、この 50 数年あまりで半数を切る程に減少しています。*2

２ 産出額の推移

令和 2 年の農業産出額は、前年から約 0.4%減の 1,113 億円でした。

畜産部門の産出額は、前年から約 1.2%増の 82 億円となりました。これは農業産出額の約 7.4%に当たり

ます。畜種別では、乳用牛 26 億円、肉用牛 15 億円、豚 22 億円、鶏 18 億円となっています。＊３

*1 出典：「2020 年農林業センサス（速報値）」

*2 出典：「令和３年面積調査」

*3 出典：「令和２年生産農業所得統計」
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部門別概況

１ 酪農

酪農家戸数は高齢化による廃業や後継者不足を背景に前年に比べ６％の減少の 47 戸でした。飼養頭

数は前年に比べ 2.6％の減少の 3,140 頭となっています。

一方、１戸あたりの平均飼養頭数は平成 10 年と比較して２倍を超え、年々大規模化が進んでいます。飼

養形態も従来の繋ぎ飼いでパイプライン搾乳の方式から、牛が自由に行動できるフリーバーンでミルキングパ

ーラー搾乳の方式が増加しています。

飼料費を低減するため、酪農家が自ら牧草を生産する取組に加え、酪農家が牛ふん堆肥を耕種農家の

水田に散布し、その水田で生産された稲発酵粗飼料（稲ＷＣＳ）を飼料として利用する耕畜連携の取組も

県内各地で見られます。また、香美市や南国市、大月町では、本県の温暖な気候を活かして乳牛を一年

中放牧する山地酪農も行われています。

生産性向上の取組として、毎月の乳量や乳成分を測定、分析する乳用牛群検定に現在、23 戸が加入し

ており、乳量の増加や乳質の改善に生かされています。また、県域、あるいは地域毎に共進会や研修会が

開催され、乳器や肢蹄など生産性に関連する体型改良や乳牛の快適性の改善など日ごろの飼養管理技

術向上への成果を研鑽しあうとともに、酪農家相互の親睦も深められています。
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２ 肉用牛

令和３年の肉用牛飼養戸数は155戸（前年比1戸減）でした。高齢化や後継者の不在による廃業を主

な原因として戸数の減少が続いていますが、新たな担い手の就農もみられるようになっています。

飼養頭数は6,239 頭（2.8%増）となりました。内訳は、褐毛和種2,413頭（0.3％増）、黒毛和種2,790頭

（2.8％増）、その他乳用種及び交雑種1,036頭（9.2％増）です。飼養頭数はここ数年増加していますが、今

後も生産基盤を維持・拡大するためには、後継者や新規参入者のような担い手、和牛繁殖雌牛のさらなる

確保が重要な課題です。

これらの課題に対して県では、以下のような取組を進めています。

生産対策としては、市町村やJAが行う生産者に貸し付ける畜舎の整備や、畜産クラスター協議会による

地域での収益力向上に必要な施設の整備に対する支援などにより、生産の拡大に取り組んでいます。また、

市町村が行う繁殖雌牛や肥育もと牛導入のための基金造成、JAが行う繁殖雌牛導入に対する助成金に対

する支援により、和牛生産基盤の強化を図っています。流通対策としては、PR活動や商談会への参加など、

販路開拓・消費拡大に向けた支援を行っています。

今後も県産業振興計画に基づき、畜舎の整備促進や和牛の増頭支援による生産基盤の強化、IoT

機器の活用による生産性の向上、流通販売への支援による加工・販売体制の強化など、生産から消費

までの一体的な取組を推進していきます。

3 養豚

令和３年の養豚飼養戸数は増減無く17戸でした。飼養頭数は前年比1.1％増の25,853頭となってお

り、このうち子取り用雌豚（母豚）の頭数は前年より２頭少ない2,713頭です。農家１戸当たりの平均飼養

頭数はおよそ1,521頭となりました。

依然として飼料価格の高止まりなど懸念事項はありますが、近年は需要の高まりにより豚肉の価格は堅

調に推移しています。このことに合わせて、県内養豚農家では、豚舎などの基盤整備による生産性向上

に関する計画を進めており、またブランド化による有利販売、畜舎周辺のニオイ対策をはじめとした環境

対策などを推進しています。
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4
（１）採卵

令和３年の飼養戸数は前年から１戸増

の 38 戸 、飼養羽数は約 37,000 羽減で

269,979 羽でした。

（２）ブロイラー

令和３年の飼養戸数は前年から１戸増

の 10 戸、飼養羽数は対前年比約１％減

の 401,400 羽でした。

5 養蜂

蜜蜂は、県内では海岸沿いを中心にみかん・レンゲ・くりなどを蜜源として飼育されています。また、受粉用

になす・シシトウ等の施設園芸農家に貸し出されています。

令和３年の飼養戸数は前年より減少し５６戸、蜂群数は対前年比約 7.1%増の 1,469 群でした。
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土佐ジロー卵飼育風景

高知県の特産畜産物

１ 土佐ジロ－

土佐ジローは、高知県原産の天然記念物「土佐地鶏」（オス）と

国内在来種である「ロードアイランドレッド」（メス）を交配した卵肉兼

用の一代交雑種（F１）です。

飼養管理は高知県が作成した「土佐ジロー飼養マニュアル」に

基づき、緑餌の給与や平飼いなどを飼養条件とし、中山間地域における複合

経営の一つとして昭和 61 年度から普及を始め、令和３年２月１日現在、64 戸

の農家で、雌 21,711 羽・雄 5,300 羽が飼育されています。

卵は、一般的な鶏卵と比べ小ぶりですが、卵黄が大きく卵白とのバランスが

絶妙、味は濃厚で「コク」のある美味しさです。鶏肉用に飼育される土佐ジロー

は、主にオスで約150日間じっくり育てられ、赤みの強い肉色で噛めば噛むほど

濃厚なうま味が溢れる味わいが高い評価を受けています。

土佐ジローの生産物は主に県内の量販店・農協・道の駅等で販売され、一

部はアンテナショップや都市部の百貨店にも出荷されていて、近年では生産者ごと

に EC サイトやふるさと納税の返礼品などでも利用されています。また、飲食店の

食材として供給されるほか、加工製品（カマボコ・アイスクリーム・洋菓子等）の原

材料として利用されています。

土佐ジロー肉

土佐ジロー生産流通体制

飲食店・量販店・百貨店・農協・食品加工業者など

・系統の維持
・種卵の生産、譲渡畜産試験場

・初生ヒナ育成
・ヒナ（３０日齢）配布

・生産物（卵・肉）出荷
・雌450日齢までに更新
・雄120～150日齢出荷

生産者会員

・土佐ジロー協会事務局
・加工品開発 ・集出荷販売

委託企業

・産業振興計画実行
・事業調整
・飼養衛生管理指導

畜産振興課
家畜保健衛生所

・孵化業務 ・初生ヒナ配布調整
・集出荷調整 ・販売の仲介・調整

育成場

土佐ジロー協会
（民間企業へ協会事務を委託）
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ムネ

モモ

自然豊かな高知から2 土佐はちきん地鶏

高知県は、日本鶏の主たる 38品種の中で８品種を持ち、全国でも例を見な

い「鶏王国土佐」と呼ばれています。土佐はちきん地鶏は、その伝統を背景として

流通業界から新たな肉用鶏がほしいとの要望を受け、高知県畜産試験場が開発したこだわりの鶏です。

高知県原産の土佐九斤の雄に大シャモの雌を掛け合わせたクキンシャモの雄と、白色プリマスロックの雌を交配

して作出しました。生存率が高く飼いやすい肉用鶏で、産業規模の飼育を目指しています。

肉質は市販のブロイラーに比べて脂肪が少なく、ほどよい歯ごたえがあり、冷凍してもドリップ（肉汁漏出）が少な

いため、アミノ酸などのうまみ成分が失われにくいという特徴があります。そのため料理専門家などからも高い評価

をいただいており、他県の地鶏に負けない素材です。

令和２年度は、年間約7.2万羽が生産されており、現在700店を超える県内外の飲食店、ホテル、量販店等に

販売されています。

また、各生産者も生産規模の拡大に向けた施設整備や食鳥処理・加工施設の整備を行い、増産に向けた体制

が整いつつあることから、土佐はちきん地鶏振興協議会を母体として、さらに県内外に向けた販路拡大を図り、土

佐はちきん地鶏が文字通り本県の特産ブランド鶏として認知されるよう取り組んでいきます。

クキンシャモ♂

大シャモ♀土佐九斤♂

白色プリマスロック♀

土佐はちきん地鶏
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3 褐毛和種高知系（土佐あかうし）

日本の肉用牛である和牛には、黒毛和種、褐毛和種、日本短角種、

無角和種の４種類があり、それぞれルーツや改良過程に違いがあります。

黒毛和種はほぼ全国的に飼養されていますが、その他の品種は飼養さ

れている地域が限られており、地方特定品種と呼ばれています。

そのうち、褐毛和種高知系は、明治時代初頭に役牛として高知県に

導入された朝鮮牛をルーツとしています。一時的に外国から導入した肉用牛であるシンメンタール種を交配したり、

もとの朝鮮牛を戻し交配するなどの経過を経て、大正時代後半から集団内の牛の中から優秀な個体を選抜すると

いう品種内繁殖の方法により改良が進められました。昭和30年代後半以降は、和牛の価値がそれまでの役用から

肉用へと転換し、産肉能力を主体とした改良が進められた結果、現在の褐毛和種高知系ができあがりました。

褐毛和種高知系の外見上の特徴は、毛色にあります。褐色の体毛色に加え、目の回り、鼻、角、蹄、しっぽの先な

どが黒い「毛分け」といわれる特徴は、同じ褐毛和種である熊本系には見られないものです。

夏の暑さや病気に強い、性格がおとなしく飼いやすい、足腰が丈夫で放牧に適しているなど、本県の気候風土や飼

養環境によく適応した牛であるといえます。

褐毛和種高知系は最盛期の昭和30年代には約4万頭、

平成に入るころでも約8千頭が飼養されていました。しかし、

農家の高齢化による廃業や牛肉の輸入自由化に伴った黒

毛和種への転換などにより、平成25年度には1,600頭弱ま

で減少しましたが、ここ数年は飼養頭数が増加しています。

現在、褐毛和種高知系の改良は土佐あかうし改良増殖

推進事業に基づき県が実施しています。

この事業では優秀な種牛づくりを目指して、と畜場における

枝肉成績に基づく育種価評価、体型審査や育種価評価に

基づく優秀な雌牛（基礎雌牛）群の選定、その雌牛に優秀

な種雄牛（基幹種雄牛）を交配し子牛を生産し、それら雄

子牛の中から後代検定によりさらに優秀な種雄牛を選抜す

る、という手順により改良を進めています。

また、褐毛和種高知系の繁殖雌牛から採取した受精卵

を乳用牛に移植して子牛を生産する受精卵移植技術も県内での普及が進められています。

放牧中の褐毛和種高知系の雌牛と去勢牛畜産試験場で繋養している種雄牛「嶺北秀美」号（後代検定中）
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一方、飼養頭数の減少に加え、産肉能力を重視したために特定血統の種雄牛に交配が集中することにより、牛群

の遺伝的多様性が失われる（集団の遺伝的なサイズが小さくなる）ことが懸念されています。褐毛和種高知系の改

良のためには、血統や種牛能力（強健性、繁殖性、泌乳性、飼料利用性など種牛としての能力の総称）においても

特色ある牛群を造成していく必要があります。そのため、地域に残っている育種素材となる雌牛を発掘し、系統を考

慮に入れた指定交配を継続していくことなどの長期的な視野に立った系統再構築の取組を実施しています。

また、高知県産業振興計画の中で、品質やおいしさに特長ある褐毛和種高知系のＰＲやブランドの再構築を進め

るため、平成21年に土佐和牛ブランド推進協議会(以下「協議会」)により、「土佐あかうし」ブランドが立ち上がりまし

た。高知県の和牛ブランド「土佐和牛」のうち、高知生まれ高知育ちの褐毛和種高知系は「土佐あかうし」として流

通されており、平成24年度には地域団体商標を取得しました。霜降りが適度に入りヘルシーである、赤肉部分に甘

みと旨味があり、脂のキレが良く喉ごしの風味がよい、などが特徴としてあげられます。サシと赤身のバランスの良さ

が美味しい牛肉として、また最近は熟成（ドライエージング）にも適した肉としても注目されています。

令和２年度からは、協議会の新たな取り組みとして、独自規格制度がスタートしています。

従来の霜降り重視の格付制度による価格設定の中では低価格に据え置かれることの多かったA2・A3に格付さ

れた土佐あかうしを、「ロース芯の大きさ」や「皮下脂肪の薄さ」など赤身肉重視で再評価し、標準以上をR4、最高

級をR5としてプレミアム化しています。全国的に赤身肉需要が上昇している中で、協議会ではこの肉を土佐あかうし

の新たなブランド「Tosa Rouge Beef」(以下「TRB」)としてPRを始めています。県ではTRBをとおして土佐あかうしが

より広く知られ消費者に好まれる存在になることを期待しています。

ロース・モモのセット 本格炭火焼肉専門店の６週間熟成リブロース

（ドライエージング）
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畜産物の流通

1 牛乳

生乳生産量は年々減少傾向が続いておりますが、令和２年度は前年に比べ約 1.1％減の 19,620t と前

年に引き続き減少になりました。しかし、経産牛１頭あたりの乳量は増加し、1 戸あたりの生乳生産量も増加

傾向を示しています。県内で生産された生乳のうち、約 46％は県内の乳業工場で処理され、残りの約 54％

は県外の乳業工場で処理されています。また、県内で処理される生乳のうち、約 7.5％は県外から移入され

ています。

本県の牛乳・乳製品の年間消費量は約 65,047 トンと推計され、そのうち県内産牛乳の割合は約 30％で

す。また、飲用牛乳の消費量は年間約 21,797 トンと推計されます。（畜産振興課調べ※）

牛乳の消費量を高めるため、高知県酪農連合協議会や高知県牛乳普及協会等の関係団体が中心とな

って、各種イベントでの普及啓発や、県内産牛乳の試飲等で牛乳の栄養価や機能性をＰＲし、安全、安心

な県内産牛乳の消費拡大を推進しています。

※県内消費量＝推定値：年間１人あたり消費量 牛乳・乳製品 94.3kg または 飲用牛乳 31.6kg ×県人口（689,785 人)

（全国値：令和２年度食料需給表より）

県外産県内処理

1%

ＲＫＣ調理製菓専門学校で開催された

高校対抗！第８回高知家の牛乳料理コンクール

牛乳･乳製品

県内消費量

65,047 トン

県内産県内処理

14%

県外産県外処理

69%

県内産県外処理

16%

県内産生乳処理量

9,028 トン
県外産生乳移入量

725 トン 県内処理量 9,752 トン

牛乳の流通状況(Ｒ２)

県内産生乳移出量

10,634 トン

県内産生乳を処理している工場
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